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３ 要旨 

   乳牛の性選別精液は、雌産子を高い確率で分娩させることが可能であるが、経産牛では受胎率が通常精液に比べ

低い。経産牛の性選別精液による人工授精受胎率は、発情同期化処理（ＧｎＲＨ投与）後１２時間で高い傾向にある。 

 

(1) 発情同期化処理（表１）後、子宮角深部注入により人工授精を行った。 

(2) ＧｎＲＨ投与(day9)12 時間後と、同 24 時間後に人工授精を行った結果、ＧｎＲＨ投与１２時間後 33.3％（9 頭/27 

頭）、同 24 時間後で 25.9％（７頭/27 頭）であった。（表 2） 

 

    表１ 発情同期化プログラム 

処理日程 処 理 内 容 備  考 

day0 ＧｎＲＨ投与、ＣＩＤＲ挿入 
ＧｎＲＨ：酢酸フェリチレリン酸として 200μg 

ＰＧＦ2α：ジノプロストとして 25mg 
day7 ＰＧＦ2α投与、ＣＩＤＲ抜去 

day9 ＧｎＲＨ投与 

 

表２ 性選別精液による定時人工授精結果                単位（頭） 

 GnRH 投与 12 時間後 GnRH 投与 24 時間後 

実施頭数 妊娠頭数 実施頭数 妊娠頭数 

平成 25 年度(確定) 13 6 13 4 

平成 26 年度 14 3 14 ３ 

総合計 (受胎率※） 27 9 (33.3%) 27 ７ (25.9%) 

      ※ 受胎率(％)＝妊娠頭数／実施頭数×100  
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